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【手続補正書】
【提出日】平成24年2月6日(2012.2.6)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】請求項１
【補正方法】変更
【補正の内容】
【請求項１】
　通信ネットワークの通信装置における方法であって、
　ユーザ機器に通報されるべきであり、前記通信装置に関連するセルを示している緊急通
報を同報ユニットから受信する工程（Ａ１）と、
　前記セル内において、緊急事態を示す通報をページングし、同報するために用いられる
ページングチャネルを決定する工程（Ａ２）と、
　前記緊急事態を示す通報が前記ページングチャネルで送信されるよう命令する工程（Ａ
３）と、
　前記セル内において、緊急確認メッセージを同報するために用いられる共通制御チャネ
ルを決定する工程（Ａ４）と、
　前記緊急確認メッセージが前記共通制御チャネルで送信されるよう命令する工程（Ａ５
）とを有することを特徴とする方法。
【手続補正２】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】請求項８
【補正方法】変更
【補正の内容】
【請求項８】
　前記通信装置は前記命令に追従し、前記セル内のベアラをセットアップして、前記ペー
ジングチャネルで前記緊急事態を示す通報を、前記共通制御チャネルで前記緊急確認メッ
セージとして送信することを特徴とする請求項７に記載の方法。
【手続補正３】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】請求項１２
【補正方法】変更
【補正の内容】
【請求項１２】
　前記制御ユニット（２０１）はさらに、緊急確認メッセージを同報するために用いられ
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る専用チャネルを決定し、前記緊急確認メッセージが前記専用チャネルで送信されるよう
に命令するよう構成されていることを特徴とする請求項９乃至１１のいずれか１項に記載
の通信装置。


	header
	written-amendment

